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氏 名（ ） 関西大学

研  究  業  績  書 
（ 年 月 日作成）

専  門
分  野

氏

名

（記名・押印又は自署） 

印 

著書・学術論文の名称、単著・共著の別、発行所・発表雑誌・発表学会の名称（巻）、

発行・発表の年月、最初と最後のページ（共著の場合は、共同執筆者名、担当部分のページ）

【研究業績】

〔著 書〕

○○○○○○ 単著 ○○書房 ２００４.４
×××××× 共著 ××出版 ２００４.４ 千里太郎、天六花子、高槻二郎 101～200 頁

〔学術論文〕

○○○○○○ 単著 関西大学○○紀要第○○巻 ２００６.４.１ 
×××××× 共著 関西大学××研究会誌第○○号 ２００６.４.１

天六花子、高槻二郎、千里太郎 101～200 頁

〔口頭発表〕

○○○○○○ ○○○○シンポジウム前刷集 ２００８.４ 千里太郎、天六花子、高槻二郎

151～200 頁 
×××××× 第○回○○学会○○分科会 ２００９.３  

〔文部科学省科学研究費補助金〕

基盤研究Ｃ ○○○○○○○○○○○○○ ２００８～２００９年 5,000,000 円 
（研究分担者）

〔（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）〕

ナノテク・先端部材実用化研究開発事業 ○○○○○○○○○○○

２００９～２０１１年 14,000,000 円 
（研究代表者）

【教育業績】        
勤 務 校： 
職    位： 

勤 務 期 間： 
〔担当授業科目〕

日本語上級（聴解）【クラスレベル／学生数】日本語能力試験●～●級程度／●名

〔使用教材〕

〔授業内容〕

本人の氏名（下線を付すこと）を含む著作者全員の氏

名を当該著書等に記載された順に記入してください

研究業績と教育業績は分けて明記し、担当授業科目（日本語初級～上級、アカデ

ミック日本語、試験対策、日本事情、総合科目等）と授業内容、使用教科書、作

成した教材等も明記のこと。 

西暦単独または西暦と和暦の併用を文書の

日付表記とすることとなっておりますの

で、記入の際にはご注意ください。

年月順は、様式内で過去→現在、

現在→過去のいずれかで統一し

てください。 


